


はじめに

令和3年1月、新しい時代の特別支援教育の在り方に関する有識者会議の報告が出されまし

た 。 本報告に5つある大項目の1つとして「 ICT利活用等による特別支援教育の質の向上」 が

示されています。学校のICT利活用体制を整備し 、 教師のICT活用スキルを高め、日常的な

指導・ 支援にICTを効果的に活用していくことがますます重要になっています。

そこで、高知県教育委員会では、令和3年度から2年間の計画で 、文部科学省委託事業「 ICT

を活用した障害のある児童生徒等に対する指導の充実(ICTを活用した自立活動の効果的な指

導の在り方の調査研究） 」 の指定を受け、特別支援学校の地域支援におけるICTの効果的な活

用について研究を進めています。本調査研究の一環として、令和3年度から県内の国公立特別支

援学校15校が連携し 、 遠隔で情報交換を実施しながら、児童生徒の障害特性や個別の実態に

応じたICTの活用に取り組んできました。その際には、 ICTの活用が目的化することなく、児

童生徒一人一人の学びの質を高めるために、 ICTを活用することで「何を学び」 、 「 何ができるよ

うになったのか」 を大切にしています。

本書は 、 令和3年度に県内特別支援学校15校から集めたICT活用の実践事例から作成しま

した。また、本書作成にあたっては、高知大学教育研究部教授の松本秀彦先生に助言をいただ

きました。新しい取組にもかかわらず、ご協力くださった皆様に感謝申し上げますとともに、

本書を参考にICTを効果的に活用した授業実践が広がり、 特別支援教育の充実が図られること

を願っています。

令和 4年 3月

高知県教育委員会
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